
センター業務グループ主任早川昇

氏）というのが実情。数年後には、

メンテナンスが不可能になることも

十分に考えられました。

この問題に対する解決策として

1997年ごろから検討が進められて

きたのが、メインフレームをオープ

ン系のサーバーに置き換え、業務シ

ステムは統合業務パッケージ

（ERP）を使って構築するというプ

ランです。日本でも、このような手

法でメインフレームからの脱却を図

る企業は 1990年代後半から増え始

めており、新聞や専門誌ではいくつ

かの成功例もすでに報告されていま

した。日本ガイシの情報システム部

門となる ITセンターは、社内で行

われた検討の結果と IT業界のトレ

ンドを総合的に評価した上で、基幹

業務システムをオープン系サーバー

とERPの組み合わせに移行するこ

とを決定。ITセンターの長を務め

る十川昭治氏は、決定に至った背景

を「エキスパートを集めることは、

今後、さらに難しくなります。そう

であれば、これまでのやり方をいっ

たんゼロクリアし、新しいプラット

フォームに切り替えるのが正しい道

だと考えました」と語っています。

新しい基幹業務システムのための

プラットフォームを選定するにあた

って、日本ガイシではパフォーマン

スと可用性の両方を等しく追求する

という方針で臨みました。高いパフ

ォーマンスが求められるのは、派遣

社員も含むと利用者が5,000人を超

え、また財務会計システムと３工場

向けの生産管理システムを稼働させ

る必要があるためです。また、工場

は24時間×365日の無停止操業をし

ています。そのため、生産管理シス

テムの停止時間は限りなくゼロに近

づける必要があったのです。

このような外部要件に基づき、日

本ガイシはハードウェアプラットフ

ォームとしてSolarisベースの超大

型サーバーを選びました。「単体

CPU としての性能が優れていただ

けでなく、クロスバースイッチ技術

を採用したインターコネクトでシス

テムドメインの数や構成をダイナミ

ックに変えられることを評価しまし

た」と語るのは、内藤利昭氏（IT

センター業務グループマネージャ

ー）。また、ERP としては、「財務

会計と生産管理の両方をカバーでき

ることと、当社の事情に合ったカス

タマイズができること」（十川氏）

を条件に選定を行った結果、

Oracle E-Business Suite 11i（EBS）

が採用されています。

ベリタスソフトウェアの製品は、

これらSolarisサーバー群の可用性

を高めるためのソフトウェアとして

導入されました。無停止稼働を実現

するためのミドルウェアとして選ば

れたのは、 VERITAS Cluster

Server。「サーバーベンダーにもク

ラスタリングソフトウェアの品揃え

はありましたが、能力の高さと採用

実績数でVERITAS Cluster Server

名古屋市に本社を置く日本ガイシ

株式会社は、配送電用碍子のメーカ

ーとして 1919年５月５日に設立さ

れました。2004年３月現在の従業

員数は、およそ3,500名。本社、知

多、小牧の３事業所に工場、研究所、

管理部門を置くほか、国内の９か所

に本部、支社、営業所などの営業拠

点、51のグループ会社を国内外に

擁する世界的規模のメーカーへと成

長しています。

創業時の主力品目であった碍子の

製造は今も引き続き行われています

が、85年以上の成長過程を経て、

事業分野は電力関連、セラミックス、

エンジニアリング、エレクトロニク

スの４領域へと拡大。強い競争力を

持つセラミックス技術を核に、産業

向けに留まらず、消費者向けにも多

様な製品を提供するまでになりまし

た。このようなバックグラウンドを

持つ日本ガイシがベリタスソフトウ

ェア製品を導入することになったき

っかけは、2000年に始まった基幹

業務システムのオープン化です。当

時、日本ガイシでは財務会計と生産

管理の両方の基幹業務システムをメ

インフレームで処理していました。

しかし、「Qという特殊な言語パッ

ケージを使った手作りのシステムだ

ったので、ソースコードが書けるの

はごく限られた人だけでした」（IT
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ソリューション



の方が圧倒的に優れていると判断し

ました」（内藤氏）というのが、選

択の理由です。また、データのロス

トを防ぐための統合バックアップソ

フトウェアには業界標準とも言える

VERITAS NetBackup を採用。

さらに、ファイルシステムとボリ

ュームの管理をするためのツールと

して、 VERITAS FileSystemと

VERITAS Volume Managerも併せて

使うことにしました。実際に導入さ

れたのは、VERITAS FileSystem、

VERITAS Volume Manager、

VERITAS Cluster Serverをセットに

した統合スイート製品、VERITAS

Storage Foundation HA版です。移

行プロジェクトは2001年５月にスタ

ートし、OracleEBSの採用が決まり

ました。2001年７月にはSolarisサー

バーが搬入され、早速Solarisサーバ

ーはテスト用のコンピューターとし

て稼動を開始しました。第一期の開

発が完了したのは 2002年３月でし

た。翌４月には財務会計システムが

メインフレームからSolaris サーバー

へと移され、本稼働を始めました。

また、生産管理システムについては

部門や生産ラインごとに移行する必

要があったため、Solarisサーバーへ

の移行は2002年４月から2004年４月

までの２年間をかけて段階的に行わ

れています。メインフレームは2004

年４月には不要になり、残されてい

たデータをオープン系側の履歴デー

タベースに移し替えた後、2004年８

月に撤去されました。

完成した基幹業務システムは、中

核となる部分だけでも 1 4 台の

Solarisサーバーを配置した大規模

な構成になっています。

もっとも台数が多い

のは、４セットの２ノ

ードクラスターシステ

ムで構成されたOracle

EBS用のアプリケーシ

ョンサーバー。データ

ベースを格納するSAN

ディスクアレイは２基

あり、１基が財務会計

システム用および生産管理システム

用のデータベースサーバー、もう１

基が某業務部用システムのデータベ

ースサーバーに接続されています。

バックアップ用サーバーはこの２基

の SANディスクアレイと Fibre

Channelスイッチ経由で結ばれ、

SANディスクアレイが作成する複

製ボリューム（BCV）をLTOライ

ブラリーにバックアップしたりリス

トアしたりする処理をこなしていま

す。

メインフレーム並みの高可用性を

確保するために導入したVERITAS

Cluster Serverは、日本ガイシのオ

ープン系基幹業務システムを無停止

で運用するのに大きな役割を果たす

ことになりました。「当社の場合、

工場の生産ラインを止めることは絶

対にできません。 V E R I T A S

Cluster Serverを選んだ結果、オー

プン系サーバーでもメインフレーム

と同等かそれ以上の可用性を確保す

ることができました」と語る十川氏。

VERITAS Cluster Serverなくして

ERPベースの基幹業務システムへ

の切り替えはできなかったと言って

も、過言ではありません。

また、石田紀和氏（ITセンター

業務グループ）は、運用管理面での

効果について、「Oracle EBS 用デ

ータベースの容量は本稼働直前まで

何回も変更することになりました

が、VERITAS Volume Manager

とVERITAS File Systemを利用し

たので、割り当て容量の拡張作業は

システム稼働中に実施することがで

きました。データベースやファイル

システムのバックアップも通常勤務

時間帯に行えるので、休日や夜間に

データセンターに詰めていなくても

済みます」とコメント。システム管

理者の負担を軽減するのに、ベリタ

スソフトウェアの統合バックアップ

とボリューム管理/ファイル管理機

能は大きな貢献をしています。

基幹業務システムをオープン系シ

ステムに載せ替えたいのだが、メイ

ンフレーム並みの高い可用性は確保

できるのか―。ベリタスソフト

ウェアの高可用性ソフトウェアで可

用性問題をクリアした日本ガイシの

体験談は、そうした懸念をいだく企

業にとって、貴重な参考事例となる

ことでしょう。
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